
。

所在
新着コーナー

なぜ働いていると本が読めなくなるのか

2024年から2025年にかけてのロングセラーです。明治時代
から現代のＳＮＳ時代までの日本人の読書体験の歴史が読み

解かれたうえで、働くことと読書を両立させる社会のあり方

と〈働きながら本を読むコツ〉が提案されています。

「本が読めないのはおかしい」と考える著者の思いが伝わっ

てくる本です。

三宅香帆著　集英社　2024.4

（集英社新書）

公共政策学部　福祉社会学科

野田　浩資　教授
今月の教員おすすめ本

019.021

M

まだまだ暑さは残っていますが、季節はもう“読書の秋”。
ゆったりとした時間に、本を開いてみてはいかがですか？

話題の本からちょっとニッチな本まで、きっとあなたの

“推し本”が見つかるはず♪
ぜひお気に入りの一冊を探しに来てください。

新 着 図 書
N e w s  L e t t e r

図書館運営委員の先生方と図書館職員がおすすめの1冊をご紹介します！9
2 0 2 5

40
VOL.



今月の職員おすすめ本

英文学者がつぶやく人生を豊かにするかもしれない

　　　　　　　　　　　　　　　英語と英国文化の話

読めば読むほど「英国、何を考えておるのだ？」という無駄と無意

味のオンパレード。だがしかし、それこそが英国文化の真髄なのだ

とわかる。そしてその無駄や無意味が人生を豊かにしてくれる（か

もしれない）のである。英語や英文学を学ぶ人もそうでない人も、

英国の変な？豊かさに触れてみるべし。

「老い」をテーマにした日記やエッセイ=「老い本」。古典から現代
文学まで日本文学史における「老い本」の系譜をたどりながら、

「老い」という人生の局面を多角的に論じている。文学に描かれた

「老い」に触れることで、自分自身や周囲の人の歳の重ね方をあら

ためて見つめ直してみてはどうだろうか。

老いを読む老いを書く （講談社現代新書）

所在
新着コーナー

酒井順子著　講談社　2024.11

367.7

S

近年大規模自然災害が多発し、農業ボランティア活動が拡がってい

る。本書は各地のフィールド調査から活動の軌跡を追う。そして実践

知を体系化し、事前の仕組みづくりなど具体的な方向性を提示する。

この活動がもたらす都市農村交流は農業課題解決の糸口ともなりそう

で興味深い。

電子ブック

学内関係者
のみ利用可

齊藤康則ほか著　農山漁村文化協会　2025.3

農業ボランティア : 災害列島をめぐる人・組織の復旧記録

安藤聡著　平凡社　2025.5　
所在

新着コーナー

830.4

A

沢木耕太郎著　朝日新聞出版　2025.6

江戸中期、日本の芸能史において唯一獄門に処せられた講釈師・馬場

文耕。その運命の裏には、権力と市井の暮らしが交錯する激動の時代

があった。人々の喜怒哀楽と幕政の矛盾を鮮やかに描き出し、虐げら

れた者への眼差しを深く刻む長編時代小説。

暦のしずく

所在
新着コーナー

913.6

S

ケアと編集

白石正明著　岩波書店　2025.4

ケアとは、「その人の持って生まれた〈傾き〉のままで生きられる

ように、背景（言葉、人間関係、環境）を変えること」。2000年に
シリーズ『ケアをひらく』（医学書院）を創刊し、幅広いテーマで

話題作を送り出した著者が、医療福祉にとどまらない様々な「ケ

ア」のあり方や編集術について語る。

（岩波新書）

所在
新着コーナー

369.28

S

https://kyotopref-u.idm.oclc.org/login?url=https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpu/bookdetail/p/KP00113999/


今月の職員おすすめ本

動物たちの江戸時代

学習基本図書リスト

(OPAC)
学習基本図書コーナー

(館内Map)

井奥成彦編著　慶應義塾大学出版会　2025.4

「生類憐みの令」の発令により、人と動物との関わり方が大きく変

化した。食用としての存在から、見世物や愛玩の対象へ。人々の善

意によって「おかげ犬」が流行した一方で、捕鯨や悪質ブリーダー

など、現代に通じる問題も生じるようになった江戸時代を、貴重な

資料と共に振り返る。

電子ブック

古代ローマ時代に提唱された建築の三大要素である、使いやすさ、

耐久力、美しさ（用・強・美）に加え、7つの分野（服・食・人
間・自然・アート・音楽・広告）からの見立て=類推による、身近
な建築の味わい方を提唱する。業界の様相や収益にも触れた新しい

入門書。

建築を見る技術

坂牛卓著　晶文社　2025.2

所在
新着コーナー

520.4

S

学習基本図書リストの更新について

318.299

K

所在
新着コーナー

熊本博之ほか編著　筑摩書房　2025.6

2022年に沖縄県内で実施された世論調査では、過半数が自身を
「沖縄人で日本人」と回答。このようなナショナル・アイデンティ

ティが米軍基地に対する態度に影響していたが、近年では若い世代

の意識が変わりつつあるという。これから沖縄はどこへ向かうの

か、沖縄世論をもとに分析する。

復帰50年の沖縄世論

附属図書館では、各学科の先生方にご推薦いただいた

学習・研究に役立つ図書を「学習基本図書」として揃

えています。  このたび、2025年度版リストに更新
し、館内コーナーの図書も入れ替えました。貸出もで

きますので、ぜひご活用ください（学内関係者の

み）。

学内関係者
のみ利用可

https://www.kpu.ac.jp/library/document/student-library/learning-library/
https://www.kpu.ac.jp/media/floormap-2f_students_gakushu_2025.pdf
https://kyotopref-u.idm.oclc.org/login?url=https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpu/bookdetail/p/KP00116213/
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